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砂野　哲彦 議員 （自民党議員団）

「
ま
つ
や
ま
子
育
て
ゆ
め
プ
ラ
ン
」

後
期
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

本
市
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ま
つ

や
ま
子
育
て
ゆ
め
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
て
い
る
が
、
本
年
度
が

計
画
の
最
終
年
度
の
た
め
、
後
期
計
画

の
策
定
が
急
が
れ
る
。
市
民
に
影
響
の

あ
る
重
要
な
計
画
で
あ
る
た
め
、
市
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
が
、
策
定

に
当
た
り
市
民

ニ
ー
ズ
の
把
握

等
に
ど
の
よ
う

に
努
め
た
の
か

伺
い
た
い
。

問

答
後
期
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

状
況
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

ほ
か
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設
置

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
な

ど
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
の
把
握
や
意
見
の
反
映
に
努
め
た
。

後
期
計
画
で
は
、
前
期
計
画
の
取
り
組

み
の
継
続
・
拡
充
を
図
り
、
本
市
に
お

け
る
次
世
代
育
成
支
援
の
一
層
の
充

実
・
強
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

水
道
施
設
の
震
災

対

策

に

つ

い

て

水
道
施
設
は
、
医
療
な
ど
命
を

守
る
活
動
に
不
可
欠
で
あ
る
た

め
、
災
害
に
強
い
水
道
施
設
の

構
築
が
求
め
ら
れ
る
が
、
高
い
確
率
で

発
生
す
る
と
さ
れ
る
南
海
・
東
南
海
地

震
な
ど
、
地
震
へ
の
備
え
は
待
っ
た
な

し
の
状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
大
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
水
道
施
設
の
被
害

問

答
地
震
の
被
害
に
よ
る
断
水
世
帯

は
、
南
海
・
東
南
海
地
震
で
最

大
4
割
弱
、
内
陸
直
下
型
地
震

で
最
大
6
割
弱
に
及
ぶ
と
想
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
現
在
策
定
中
の
「
応
急
給

水
・
応
急
復
旧
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
分
析
を
も
と

に
、
最
長
で
も
4
週
間
の
応
急
復
旧
期

間
を
目
標
と
し
た
内
容
と
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。
今
後
に
お
い
て
も
、

災
害
に
強
い
水
道
の
構
築
、
さ
ら
に
、

災
害
時
の
対
応
能
力
の
向
上
の
た
め
の

各
種
施
策
に
努
め
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

新
年
度
予
算
編
成
、
国
民
健
康
保
険
事

業
、
廃
棄
物
行
政
、
「
ふ
る
さ
と
松
山

学
」
教
材
作
成
事
業
に
つ
い
て

は
ど
の
程
度
で
あ
る
と
想
定
し
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
応
急
復
旧
に
ど
の
程
度

の
期
間
が
必
要
と
見
込
ん
で
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

今村　邦男 議員 （新　風　会）

雨
水
利
用
の
促
進
に
つ
い
て

雨
水
利
用
の
促

進
に
つ
い
て
の

助
成
制
度
は
、

市
民
や
事
業
者
の
実
践
行
動
を
支
援
す

る
も
の
と
し
て
、
有
効
か
つ
啓
発
効
果

は
大
き
く
、
本
年
4
月
1
日
か
ら
助
成

要
綱
を
一
部
改
正
し
、
新
た
な
要
綱
を

施
行
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の

要
綱
改
正
の
概
要
等
、
具
体
的
な
変
更

内
容
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
助
成
制
度
を
含
め
た
今
後
の
雨
水

利
用
の
促
進
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を

伺
い
た
い
。

問

答
改
正
要
綱
に
つ
い
て
は
、
容
量

区
分
を
5
段
階
に
細
分
化
し
、

助
成
限
度
額
を
見
直
し
た
ほ

か
、
小
規
模
タ
ン
ク
に
つ
い
て
も
事
前

申
請
制
と
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
基

準
を
設
け
、
不
正
防
止
に
も
配
慮
し

た
。
今
後
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
雨

水
利
用
は
、
水
源
能
力
が
脆
弱
な
本
市

で
は
、
水
源
の
温
存
に
つ
な
が
る
極
め

て
有
効
な
方
策
で
あ
り
、
今
後
と
も
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

市
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
概
要
等
に
つ
い
て

今
年
8
月
か
ら
、
旅
券
事
務
の

権
限
移
譲
を
受
け
、
フ
ジ
グ
ラ

ン
松
山
に
開
設
す
る
市
パ
ス
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
旅
券
申
請

や
交
付
手
続
き
を
受
け
付
け
、
そ
の
横

に
は
県
の
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
も
開

設
さ
れ
る
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。
そ
の

問

答
移
譲
さ
れ
る
内
容
に
つ
い
て

は
、
申
請
受
理
、
旅
券
交
付
の

窓
口
事
務
で
あ
り
、
旅
券
法
の

規
定
に
よ
り
、
旅
券
発
行
の
決
定
等
に

つ
い
て
は
、
外
務
大
臣
の
事
務
と
さ

れ
、
引
き
続
き
、
県
が
行
う
。
併
設
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
旅
券
申
請
に
必
要
な
戸

籍
謄
本
等
の
発
行
が
同
時
に
で
き
、
郵

送
等
の
処
理
も
省
略
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
た
め
、
交
付
ま
で
の
期
間
の
短

縮
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

財
政
問
題
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の

取
り
組
み
、
廃
棄
物
行
政
、
労
働
基
準

法
の
一
部
改
正
に
伴
う
対
応
、
公
園
の

整
備
・
管
理
及
び
利
活
用
に
つ
い
て

関
連
事
務
は
一
括
で
移
譲
さ
れ
る
方
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
一
括
移
譲
さ

れ
な
い
理
由
及
び
市
・
県
の
パ
ス
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
併
設
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

八木　健治 議員 （公明党議員団）

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
待

機
者
の
実
数
把
握
や
解
消
に
向

け
て
の
実
行
計
画
の
策
定
、
要

介
護
認
定
時
の
調
査
・
認
定
に
要
す
る

時
間
と
認
定
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
の

手
立
て
、
ま
た
、
「
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
」
の
状
況
と
今
後
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
問
う
。

問答
21
年
度
実
施
の
実
態
調
査
に
お

け
る
入
所
待
機
者
数
1
2
4
2

人
の
う
ち
、
急
を
要
す
る
者
は

1
2
0
人
で
、
そ
の
解
消
策
と
し
て
、

台
北
市
・
松
山
区
と
の

交
流
推
進
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
台
北
市
と
の
交
流

経
緯
と
民
間
交
流
の
積
極
的
な

推
進
策
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
乗

問

答
市
長
が
平
成
19
年
に
台
北
市
の

松
山
区
を
訪
問
し
た
こ
と
に
始

ま
り
、
同
年
6
月
に
は
行
政
視

察
と
し
て
の
訪
日
団
37
名
が
本
市
を
訪

れ
て
い
る
。
民
間
交
流
は
、
昭
和
61
年

に
「
愛
媛
県
日
華
親
善
協
会
」
が
設
立

さ
れ
て
以
降
、
交
流
が
続
い
て
お
り
、

将
来
的
に
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
定
期

運
航
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
市

か
ら
の
大
型
訪
問
団
6
0
0
人
が
本
市

へ
の
研
修
旅
行
に
参
加
希
望
が
あ
り
、

現
在
日
程
を
調
整
中
で
あ
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

財
政
問
題
、
生
活
保
護
関
係
、
農
業
問

題
に
つ
い
て

り
入
れ
も
含
め
た
台
北
市
と
の
交
流
の

考
え
方
、
さ
ら
に

は
、
台
北
市
か
ら
の

大
型
訪
問
団
の
受
け

入
れ
準
備
の
進
捗
に

つ
い
て
問
う
。

三宮　禎子 議員 （共産党議員団）

高
す
ぎ
る
国
保
料
・
介
護

保
険
料
の
引
下
げ
に
つ
い
て

本
市
の
国
保
料
は
、
制
度
の
変

更
や
医
療
費
の
伸
び
を
理
由
に

値
上
げ
が
行
わ
れ
、
市
民
に
と

っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
各

種
基
金
を
取
り
崩
す
な
ど
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
を
行
い
、
1
世
帯
1
万
円
の

引
下
げ
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

本
市
の
介
護
保

険
料
は
中
核
市

で
一
番
高
い
と

聞
い
て
い
る

が
、
そ
の
理
由

を
問
う
。

問

答
国
の
通
知
で
は
、
値
下
げ
等
の

財
政
援
助
的
な
繰
入
は
行
う
べ

き
で
は
な
い
と
さ
れ
、
国
保
法

で
も
保
険
料
を
市
が
不
当
に
確
保
し
な

い
場
合
に
は
国
の
負
担
金
が
減
額
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
現
時
点
で
の

保
険
料
引
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。
介

護
保
険
料
は
、
介
護
施
設
の
利
用
者
数

や
サ
ー
ビ
ス
量
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る

も
の
で
、
他
市
と
比
較
し
て
も
本
市
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
し
や
す
い
環
境

に
あ
る
こ
と
が
保
険
料
に
影
響
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

議
員
の
海
外
行
政

視

察

の

中

止

を

市
の
財
政
が
厳
し
く
、
市
民
も

生
活
不
安
に
あ
え
ぐ
中
、
多
く

の
自
治
体
で
は
海
外
行
政
視
察

を
中
止
し
て
い
る
。
年
中
行
事
的
な
意

味
合
い
の
強
い
海
外
視
察
を
行
っ
て
い

る
の
は
、
中
四
国
の
県
庁
所
在
地
で
は

問

答
議
員
の
海
外
派
遣
は
、
姉
妹
都

市
、
友
好
都
市
等
と
の
友
好
親

善
並
び
に
相
互
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
政
治
、
経
済
、
文
化
、
都

市
事
情
等
を
視
察
調
査
し
、
国
際
性
の

涵
養
と
議
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
、

そ
の
成
果
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
お
り
、
成
果
は
十

分
得
ら
れ
て
い
る
。
実
施
に
つ
い
て

は
、
間
も
な
く
改
選
期
を
迎
え
る
新
体

制
の
下
で
、
財
政
状
況
も
十
分
勘
案
し

検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

所
信
表
明
と
市
政
の
基
本
、
雇
用
対

策
、
市
民
の
安
全
を
守
る
問
題
、
中
心

市
街
地
活
性
化
、
保
育
所
に
つ
い
て

本
市
と
高
松
市

だ
け
で
あ
る

が
、
今
年
か
ら

中
止
す
る
考
え

は
な
い
か
。

今
年
1
月
に
完
成
し
た
施
設
の
他
、
新

た
に
3
施
設
等
を
整
備
す
る
計
画
で
あ

る
。
要
介
護
認
定
に
、
現
在
は
平
均
で

26
・
8
日
か
か
っ
て
お
り
、
デ
ー
タ
入

力
の
簡
素
化
や
主
治
医
意
見
書
の
早
期

回
収
を
行
う
な
ど
、
認
定
期
間
の
短
縮

に
向
け
努
力
し
て
い
る
。
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
は
、
現
在
18
箇
所
で
中

核
市
中
6
番
目
に
多
く
、
そ
の
利
用
促

進
を
含
む
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
適

正
利
用
に
つ
い
て

住
民
へ
の
周
知
を

行
い
、
国
の
交
付

金
を
活
用
し
た
基

盤
整
備
を
進
め
て

い
く
。

代 表 質 問
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　なお、3月定例会の『会議録』は、6月末ごろからご覧になれます。


